
JACR Monograph No.24 
第 2部؟第 27回学術集会を৽てー学術集会シンポジ崎ム 1 

 

Ꮫ⾡㞟会࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 1 

PDCAࣝࢡ࢖ࢧ と がん登録 

㹼 㟷᳃県における Check と Act 㹼 

 

松ᆏ 方ኈ 

ᘯ前大学་学部㝃属⑓㝔 ⮫ᗋヨ㦂⟶理センター㸭་⒪情報部 

 

㟷森県のがん年㱋ㄪ整Ṛஸ率は、男女とも全ᅜ最悪レベルの≧態が 10年以上続いている。（図 1） 

 
ᅗ 1㸬がんᖺ㱋ㄪᩚṚஸ⋡の㒔㐨ᗓ県㡰఩ 㟷᳃県 

 

では、なࡐ、㟷森県のがんṚஸ率は高いのだろうか。そのཎᅉとしては、大きく以ୗの 3つの可能性

が考えられる。 

 (1) がん⨯ᝈ率が高い。つまり、一次ண㜵の問題である。 

 (2) ᪩期に発見された⑕例がᑡない。つまり、஧次ண㜵の問題である。 

 (3) 生存率がపい。つまり、୕次ண㜵の問題である。 

がん登録データから、㟷森県において主要 5部఩の中で全ᅜ推計値よりも年㱋ㄪ整⨯ᝈ率が高いのは

大⭠がんだけであることが分かっており、一次ண㜵の問題によるがんṚஸ率の高値とは考えにくい。（ᅗ

2） その一方で、㟷森県での進ᒎ度は全ᅜ推計値よりも上⓶ෆ・限ᒁの割合がపく、஧次ண㜵が㟷森

県の大きな課題であると考えられる。（ᅗ 3） 

がんを᪩期発見するためには、がん検デが欠かせない。 

しかし、地ᇦ保೺・೺ᗣ増進事業報࿌書やᅜẸ生活基礎ㄪᰝから、㟷森県のがん検デ受デ率は全ᅜ平

均と同等、あるいは高いことが分かっており、受デ率がపいために᪩期発見例がᑡないわけではない。
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つまり、がん検デの受デが᪩期発見に結ࡧついていない可能性があり、がん検デの質（⢭度）を検討す

る必要がある。 

 

ᅗ 2㸬がん ᖺ㱋ㄪᩚ⨯ᝈ⋡とᖺ㱋ㄪᩚṚஸ⋡ 㟷᳃県と඲ᅜのẚ㍑ 

 

 

ᅗ 3㸬㐍ᒎᗘ 㟷᳃県と඲ᅜのẚ㍑ 

 

これを PDCAサイクルのほ点から表現すると、第一期・第஧期㟷森県がん対策推進計画（Plan）とそ

れに基づいたがん対策（Do）をがん登録データ等により Check したところ、がん検デの⢭度⟶理を向

上させる必要があることが判᫂した、ということになる。（ᅗ 4） 
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ᅗ 4㸬PDCAࣝࢡ࢖ࢧ 㟷᳃県のがん対策 

 

そのことから、㟷森県では平成 28㹼29年度「がん登録データの活用によるがん検デ⢭度⟶理モデル

事業」（以ୗ、⢭度⟶理モデル事業）を実施した。 

⢭度⟶理モデル事業の主なෆ容は、以ୗの 2つである。 

(1) ᕷ⏫ᮧのがん検デ担当者に⪺き取りㄪᰝを実施して、⢭度⟶理の問題点や広ᇦ的に取り

組むべき課題を᫂らかにする。 

(2) ᕷ⏫ᮧのがん検デྎᖒと㟷森県がん登録データを照合して、がん検デの⢭度をヲ⣽に検

討する。 

がん検デྎᖒとがん登録データの照合から、がん⨯ᝈ者を 5㢮型に区分することができる。 

(1) がん検デ受デ㸩要⢭ᐦ検ᰝの判定あり㸩⢭ᐦ検ᰝ受デ 

(2) がん検デ受デ㸩要⢭ᐦ検ᰝの判定あり㸩⢭ᐦ検ᰝᮍ受デ 

(3) がん検デ受デ㸩要⢭ᐦ検ᰝの判定あり㸩⢭ᐦ検ᰝ受デの有無が不᫂・ᮍ把握 

(4) がん検デ受デ㸩要⢭ᐦ検ᰝの判定なし 

(5) がん検デᮍ受デ 

これらの検討はがん検デにおける PDCAサイクルの Check に相当し、例えば(2)の割合が高ければ⢭

ᐦ検ᰝの受デ່ዡ、(5)の割合が高ければハイリスク群の受デ者への取り込みなど、新たな Act を生み

ฟすことになる。 

がん登録データは、がん対策の基礎資料として Plan に資するものと考えられている。しかし、今ᅇ

⤂௓したように、Check Ѝ Act の㔜要なᒁ面でがん登録データを活用することも極めて効果的である。 
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